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セ

ン

タ

ー

っ

て

セ

ン

タ

ー

っ

て

セ

ン

タ

ー

っ

て

セ

ン

タ

ー

っ
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ど

ん

な

と

こ

ろ

ど

ん

な

と

こ

ろ

ど

ん

な

と

こ

ろ

ど

ん

な

と

こ

ろ

？？？？    

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

は

、

上

越

市

が

設

置

し

て

い

る

『

高

齢

者

の

総

合

相

談

窓

口

』

で

す

。

み

な

さ

ん

が

住

み

慣

れ

た

地

域

で

安

心

し

て

生

活

で

き

る

よ

う

に

必

要

な

支

援

を

行

っ

て

い

ま

す

。 様

々

な

相

談

受

付

、

介

護

保

険

利

用

、

地

域

の

高

齢

者

の

様

子

伺

い

、

成

年

後

見

制

度

利

用

と

い

っ

た

権

利

擁

護

の

お

手

伝

い

等

の

業

務

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

大

潟

区

で

は

、

社

会

福

祉

法

人

上

越

頸

城

福

祉

会

（

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

し

お

さ

い

の

里

）

が

委

託

を

受

け

て

運

営

し

て

い

ま

す

。 

ど

ん

な

ど

ん

な

ど

ん

な

ど

ん

な

人人人人

がががが

働働働働

い

て

い

る

の

い

て

い

る

の

い

て

い

る

の

い

て

い

る

の

？？？？    

    

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

｢

３

名

の

専

門

職

｣

が

勤

務

し

て

い

ま

す

。 

看

護

師

が

介

護

予

防

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

、

社

会

福

祉

士

が

総

合

相

談

支

援

・

権

利

擁

護

、

主

任

介

護

支

援

専

門

員

が

包

括

的

・

継

続

的

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

担

い

な

が

ら

、

行

政

機

関

や

地

域

の

方

々

と

連

携

・

協

力

し

て

み

な

さ

ま

の

お

手

伝

い

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。 
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け
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に

む

け

て

に

む

け

て    

｢

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

一

〇

〇

万

人

キ

ャ

ラ

バ

ン
｣

事

業

で

は

、

認

知

症

を

理

解

し

、

認

知

症

の

人

や

家

族

を

温

か

く

見

守

り

支

援

す

る

｢

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

｣

を

一

人

で

も

増

や

し

、

認

知

症

に

な

っ

て

も

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

町

つ

く

り

を

目

指

し

て

い

ま

す

。 

今

回

、

頚

北

名

立

地

区

の

地

域

包

括 

 

只

今

只

今

只

今

只

今

、、、、

認

知

症

認

知

症

認

知

症

認

知

症

劇劇劇劇

のののの

練

習

中

練

習

中

練

習

中

練

習

中

！！！！    

支

援

セ

ン

タ

ー

と

地

域

の

キ

ャ

ラ

バ

ン

メ

イ

ト

（

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

を

養

成

す

る

人

）

合

同

で

、

各

地

区

の

町

内

会

長

を

対

象

に

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

を

開

催

す

る

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

養

成

講

座

の

開

催

は

十

一

月

十

七

日

（

土

）

で

す

。

七

月

か

ら

講

座

内

で

行

う

認

知

症

劇

の

練

習

が

始

ま

り

ま

し

た

。

第

一

回

目

の

顔

合

わ

せ

で

し

た

が

、

役

者

の

み

な

さ

ま

、

初

め

て

と

は

思

え

な

い

熱

演

振

り

で

周

囲

を

驚

か

せ

て

い

ま

し

た

。 

※

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

は

、

少

人

数

か

ら

で

も

開

催

で

き

ま

す

。 

開

催

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

お

気

軽

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。 
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左：主任介護支援専門員（田中） 

中：看護師（秋山） 

右：社会福祉士（荒井） 
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上

越

市

タ

ク

シ

ー

協

会

で

は

、

七

月

一

日

よ

り

、

七

〇

歳

以

上

の

高

齢

者

、

運

転

免

許

を

返

納

し

た

市

民

を

対

象

に

運

賃

の

一

割

引

サ

ー

ビ

ス

を

開

始

し

ま

し

た

。 

 

七

〇

歳

以

上

の

方

は

上

越

市

か

ら

発

行

さ

れ

て

い

る

｢

シ

ニ

ア

パ

ス

ポ

ー

ト

｣
、

運

転

免

許

を

返

納

し

た

方

は

｢

運

転

経

歴

証

明

書

｣

を

提

示

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。 
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※

シ

ニ

ア

パ

ス

ポ

ー

ト

を

紛

失

さ

れ

た

方

は

再

発

行

が

可

能

で

す

。

上

越

市

健

康

福

祉

部

高

齢

者

支

援

課

に

お

問

い

合

わ

せ

下

さ

い

。 

～秋山ナースの一口健康メモ①～～秋山ナースの一口健康メモ①～～秋山ナースの一口健康メモ①～～秋山ナースの一口健康メモ①～    

 健康とは？皆さんは考えたことがありますか。 

最近は、人間としての尊厳も加えるよう提案され、

虚弱であっても、何らかの障害を持っていてもその

人が生きがいを持って生活できれば健康な生活であ

ると言われています。 

楽しみや生きがいを持って 

生活することは、誰もが願う 

『ピンピンコロリ』への道か 

もしれません。 

要要要要

介

護

者

介

護

者

介

護

者

介

護

者

をををを

抱抱抱抱

え

る

え

る

え

る

え

る

家

族

家

族

家

族

家

族

のののの

つ

ど

い

つ

ど

い

つ

ど

い

つ

ど

い    

    

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

う

の

は

な

苑

で

は

、

介

護

者

同

士

の

情

報

の

共

有

の

場

と

介

護

ス

ト

レ

ス

の

負

担

の

軽

減

を

目

的

と

し

て

、

毎

月

一

回

『

要

介

護

者

を

抱

え

る

家

族

の

つ

ど

い

』

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

介

護

方

法

や

疾

患

の

勉

強

会

、

施

設

見

学

、

調

理

実

習

、

趣

味

活

動

等

々

、

様

々

な

内

容

を

提

供

し

て

い

ま

す

。 

 

今

月

は

秋

山

看

護

師

に

よ

る

ビ

ー

ズ

細

工

教

室

を

行

い

ま

し

た

。

現

在

の

メ

ン

バ

ー

は

全

員

女

性

で

す

の

で

、

み

な

さ

ん

熱

心

に

ネ

ッ

ク

レ

ス

を

作

っ

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

日

頃

、

介

護

を

一

生

懸

命

に

さ

れ

て

い

る

み

な

さ

ん

に

と

っ

て

一

時

の

気

分

転

換

と

な

っ

た

よ

う

で

す

。

介

護

で

お

悩

み

の

方

、

ぜ

ひ

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

。 
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☆編集日記☆ 第一回目いかがだったでしょうか。「おおがた

うのはな日和」は年３回の発行予定です。地域の皆さんに親し

まれる広報誌となるよう努めて参ります。何卒よろしくお願い

致します。 （荒井） 撮影場所）大潟区渋柿浜 
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